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金利のタイプはどれがおすすめ？

金利のタイプは大きく、3つに分けることができます。

・変動金利型…年に2回、金利の見直しが行われ、その都度金利が

変動する可能性がある。借り入れから5年間は、元金と利息を調

整することで、返済額の変動がない。その後も5年ごとに、返済

額の見直しが行われる。その際、金利が上がれば返済額は増加

するので、動きが予測できない分、難しい面もある。ただし、返済

額が増える場合は、その上限が決められている。

・固定金利型…借り入れ時の金利は高めだが、完済時まで一定な

ので、計画的に返済ができる。「フラット35」などもこの仲間で、

最長35年のローンを組むことができ、借り入れ時に金利と返済

額が確定する。全期間固定のもののほかに、段階金利のものが

あり、途中から金利が変わる。

・固定金利選択型…返済期間中であっても、固定金利か変動金利

かを選ぶことができる。変更するタイミングは決められており、

変更には手数料がかかる。

最近では、長期固定金利型を利用する人が多くなっています。

頭金、自己資金はいくら必要？
どうやって貯める？　 　  　　

頭金は、少なくとも物件価格の2割を用意するように、といわれて

います。利用する住宅ローンによっては、頭金ゼロでもOKというと

ころもありますが、ローンの金額が増えれば、それだけ返済額も増

えることに。だからといって、預貯金をすべて使ってしまうのは危

険です。万が一のときのために、ある程度は手元に残しておきたい

もの。

「頭金は2割」といわれるのは、公的融資の多くがローンの限度

額を、価格の8割に設定していたからです。現在では、たとえば「フ

ラット35」などは、価格の9割まで、ローンを組めるようになってい

ます。とはいえ、かかる負担は、少ないにこしたことはありません。

そのためにも、あらかじめ自己資金を準備しておく必要がありま

す。住宅取得のために、目的を絞った金融商品なら、さまざまなメ

リットを受けられるので、チェックしておきましょう。

たとえば、サラリーマンなら、財形住宅貯蓄がおすすめです。元金

550万円までは利子に税金がかかりません。いずれにしても、定期

的にコツコツと貯めていくことが基本です。
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